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Ⅰ 研究主題                                                               

   資料活用力を高める社会科学習指導の在り方 
  ～スキルアップタイムを取り入れた指導実践を通して～  
 

Ⅱ 主題設定の理由 

   平成20年１月17日中教審答申（学習指導要領等の改善）では、社会科学習指導における改善の基

本方針として、「児童生徒が社会的事象に関する基礎的・基本的な知識、概念や技能を確実に習得

し、それらを活用する力や課題を探究する力を身に付けていくために、各学校段階の特質に応じて、

習得すべき知識、概念や技能を明確にするとともに、各種の資料を効果的に活用し、社会的事象の

意味などを解釈したり、事象の特色や事象間の関連を説明したりするなどの言語活動を重視してい

る」*1とし、言語活動の充実の中に資料の効果的活用を盛り込んでいる。具体的には、各種の資料

から読み取ったことを比較したり関連付けたりする学習や、社会的事象の意味や意義を理解し自分

の言葉で表現する学習が資料活用力を高める上で重要となる。*2 
   また、「宮崎の教育創造プラン」における「学び方の取得を図る指導の充実」として、「問題解

決的な学習など、思考力や判断力を育てる探究的な学習に対する研修の充実を図り、各学年段階に

おける学び方についての積み上げを確実に行う実践的な研究が必要」であるとし、学習方法を段階

的に育てていく必要性や学校間の接続を考慮した一貫性のある指導の重点化が取り上げられている。

これはまさに、本研究で目指す発達段階に即した系統的・段階的な指導と軌を一にしている。これ

からの社会科学習では、社会科の目標の一部に小・中学校で共通の文言が取り上げられたことを考

慮しながら、小・中学校で学習内容や学習方法を関連させることが重要になる。*3 

このような状況の中、研究実践学校における社会科の県学力調査を観点別で比較すると、平成

18 年度と 19 年度では、全体的に県平均より低い状況にある。この学力調査の問題と正答率を分析

してみると、資料を正しく読み取ることや、答えの根拠となる資料を問題に応じて選ぶことを苦

手としていることが示されている。 
この資料活用力が伸び悩む要因には、様々な資料に応じて内容を正しく読み取る学習が定着し

ていないことや、課題に対する自分の考えは、どの資料を根拠としているかという資料の選択力

が不足していることが考えられる。これを裏付ける実態として、児童生徒の意識調査から、学習

の進め方に関しては観察や見学は好まれるものの、積極的に資料を活用しながら問題の解決を図

るという学習は好まれていないことが分かった。これでは資料を正しく読み取り、自分の考えの

根拠として資料を選択する力は高まらないであろう。 
   資料活用力は、社会科学習を通して社会的事象を正しく読み取り、自分の考えの根拠として適

切な資料を選択して結論を導き出す上で重要な役割を果たす。また、社会生活の様々な事象を多

面的に考える場面や、公正に判断する場面で必要な力となる。 
   そこで、本研究では、資料活用力を高める指導内容を系統的・段階的に設定し、その基盤とな

る学習の場をスキルアップタイムとして位置づけ、効果的に資料活用力を高めることを目指すこ

ととした。この資料活用力を小学校段階から養うことを目指し、ワークシートを活用した学習指

導法を中学校まで一貫して取り入れることで、小・中学校での学習内容や学習方法の関連性が実

現し社会科学習指導の改善につながっていくと考える。 

このような学習経験の積み重ねで、児童生徒は資料活用力を高めることが可能となると言える。

さらに、資料の読み取りや考えの根拠としての資料の選択という学習活動を系統的に行うことは、

公正な判断力の育成にもつながると期待できる。 
本研究の成果は、研究実践学校において社会科学習指導における資料活用力を高めるための一

つの視点を与え、さらに、小中一貫した教科学習指導の参考になると考え、本主題を設定した。 
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発達段階に即した系統的・段階的指導内容の整理

Ⅲ 研究の仮説 
 スキルアップタイムを取り入れた社会科学習の中で、ワークシートを用いて資料を読み取る力と

選択する力を系統的・段階的に指導すれば、資料活用力を高めることができるであろう。 

 
Ⅳ 研究の全体構想 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料を正しく読み取る力 資料活用力の向上 考えの根拠を表す資料を選択する力 

地域の実態 
保護者・教師の

願い 

豊かな心をもち、賢く創造性に富んだ、 
たくましい日向市の子どもの育成 

関係法規 
学習指導要領 
児童生徒の実態 

 学校の教育目標 

研究主題 

研究内容 

資料を正しく読み取り、選択する視点の整理 

研究の仮説

６年歴史学習 

「徳川家光と江戸幕府」 

 ７年（中学１年）歴史的分野 

  「武士の台頭と鎌倉幕府」 
小・中学校で

の検証授業 

スキルアップタイムを取り入れた社会科学習の中で、ワークシー

トを用いて資料を読み取る力と選択する力を系統的・段階的に指導

すれば、資料活用力を高めることができるであろう。 

社会科学習指導の改善 

資料活用力を高める社会科学習の授業モデル構築 

ワークシートの開発 

スキルアップタイムの設定 

資料活用力を高める社会科学習指導の在り方 
～スキルアップタイムを取り入れた指導実践を通して～ 
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① 学習問題を分析した上で、解決を引き出すために必要な資料を収集する力（収集する力） 

② 資料が示す事実およびその背景まで考えながら読み取る力（正しく読み取る力） 

③ 資料にある社会的事象を総合し、論拠としての資料を選択する力（選択する力） 

④ 資料を用いて結論を吟味したり概念化したり、新たに応用したりする力（再構成する力）  

Ⅴ 研究の経過 

月 研究内容 研究事項 研究方法 備考 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

９ 
10 

11 

12 

 

１ 

２ 

３ 

 

研究計画の作成 

理論構築 

実態把握 

意識調査、学力調査の分析 

課題の設定 

６年教材の研究 

検証授業Ⅰ 

検証授業の考察、課題の整理 

７年教材の研究 

検証授業Ⅱ 

検証授業の考察、課題の整理 

研究全体の成果と課題の整理 

研究のまとめ 

研究報告書作成 

 

主題研究報告 

 

先進研究の資料収集 

研究主題・仮説・主題設定の

理由等の検討 

研究計画書の作成 

 

指導案作成、教材・教具準備

検証授業実施 

授業考察と次回への課題整理

指導案検討、教材・教具準備

検証授業実施 

授業の考察 

授業後の実態調査・分析 

成果と課題のまとめ 

研究報告書作成、修正 

発表原稿、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ作成 

研究のまとめの反省 

 

理論研究 

調査研究 

理論研究 

調査研究 

 

授業研究 

 

理論研究 

授業研究 

 

理論研究 

 

 

 

 

 

 

 
研究実践学校

 

 

研究実践学校

 
Ⅵ 研究の実際 

 １ 研究における基本的な考え方 
(1)  社会科における資料活用力について 
 ア 資料について 
    資料には、絵画や年表、地図、歴史地図、統計、文章（文献）、さらに、児童生徒が観察・ 

調査し収集したデータなど様々な種類がある。本研究においては、この見学や調査などで自ら 
収集したものも含めた広義の資料は研究の範囲には含めず、学習時に入手しやすい既成のもの 
や教師が作成したものである狭義の資料*4を資料として位置づける。 

 
イ 資料活用力について 

本研究では、資料活用力について、『社会科教育指導用語辞典』の中で山中氏の言う資料活 
用力*5を次のように整理した。 

 

 

 

 

     
この資料活用力のうち、本研究では研究実践学校の実態から、「資料を正しく読み取る力」

と「資料を選択する力」の２項目について重点化した指導を目指すことにした。 
 

  (2) 資料を読み取る力と選択する力について 

    ア 資料を読み取る力 

       資料を読み取る際には、その中の社会的事象を正しくとらえることが重要である。例えば、 

歴史的分野における「律令制下の公民の税負担」の学習について教科書や資料集には表が資料 

として提示される場合が多い。これらの資料には「租・調・庸」のほかに「雑徭・兵役」など 

多岐に渡る内容が掲載されている。そこで、「当時の宮崎の農民はどのような税負担を行って 
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「思考・判

問題の内容

用」の領域に

た。 
そこで、実際

れている多く

に沿ったもの

傾向にあるこ

情報につい

事象について

まで高まって

ことができな

すなわち、資

て、関係性を

必要がある

ＮＲＴテスト

本年度第６学

た。特に、資

題について、

本年度の場

料を読み、そ

平成 19 年度が

ていた。（

次に、第７学

ら直接答える

ていたが、

また、資料

度で 9.6 ﾎﾟｲﾝﾄ

以上のように

題が見られる

資料集といっ

た資料を選択

せる学習が行

児童生徒の

２】のよう

均より低い傾

0年度の観点

年に関して、

5.5 ﾎ゚ ｲﾝﾄ下回

ﾄ上回ってい

理解」が 2.9
判断」が 5.9
容、系統性の違

ついて全体

際の問題につい

の情報から

を選び出し

とが分かっ

て断片的に

の内容を自分

いないため

いという傾

料から読み取

もたせて理解

ことが明確

      

学年について

料を見てそ

通過率の平均

場合 5.8 ﾎ゚ ｲﾝﾄ全

こから特色や

が 4.6 ﾎﾟｲﾝﾄ、

【図３】参照

学年について

問題では、平

本年度の場合

料を読み取っ

ﾄ、本年度で

、資料の内容

。その一因

た情報量の多

択する力を求

行われていな

発言に読み取

に資料活用に

向にある。

点別到達度を

「知識・理解

回り、「思考

いた。また、

9 ﾎﾟｲﾝﾄ、資

ﾎﾟｲﾝﾄいずれ

違いを考慮

的に低迷して

いて分析する

内容を正し

、資料を活用

た。また、資

は理解できて

分の言葉でま

、問いに対

向が浮き彫

取れる一つ一

解するような

となった。

     

、NRTテス

の中の情報か

均は平成 19
全国を下回っ

や役割などを

本年度の場

照） 
同様の分析を

平成 19 年度

合は、2.6 ﾎﾟ

て考える問題

で 5.9 ﾎﾟｲﾝﾄ下

容を読み取っ

として、学年

多さに対応で

められるもの

かったことも

取った資料を
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に関しては両

県平均と比較

解」が 4.6 ﾎ゚

考・判断」に

第８学年につ

資料活用が 11
れも下回って

しても、「資

ていることが

ると、資料に

く読み取り、

用する部分が

資料にかかれ

ていても、社

まとめるとこ

して的確に答

りにされた。

一つの事象に

な学習が展開

     

トの推移を分

から直接答え

9 年度で 1.4 ﾎ

っていた。ま

を考える問題

場合 15.7 ﾎ゚ ｲﾝ

を行うと、資

度で 1.1 ﾎﾟｲﾝ

ﾟｲﾝﾄ上回って

題では、平成

下回っていた

ったり、条件

年が上がるに

できていない

のの、実際に

も原因として

を根拠とする

両学 

較す 
ｲ゚ﾝﾄ 

につ 
つい 
1.4 ﾎﾟ 
てい 
資料 
が分 

に表 
条 

が低 
れて 
社会 
ころ 
答え 

 
に対 
開さ 

  

分析 
える  
ﾎﾟｲ 
また、 
題で 
ﾝﾄ下 

資料 
ﾝﾄ下 
てい 
成 19 

た。（【図４

件にふさわし

につれて１単

いことが考え

には様々な資

て挙げられる

るような発言

【図

 【図

 

】参照） 
しい資料を選

単位時間に扱

えられる。ま

資料に即した

る。それは、

言が少ないこ

２ 平成 20 年度

図４ 現７年

【図３ 現６

選択したりす

扱う資料が増

また、資料か

た資料の読み

実際の授業

ことが裏付け

度 県学力テス

年生 NRT テス

年生 NRT テス

する場面での

増え、教科書

から課題に応

み取りを定着

業場面におい

けている。

スト平均到達度

ストの推移】

トの推移】 

の

書

応

着

い

】 



  

 

(2) 意識調

資料を

と第７学

フのよう

面白いと

あること

すなわ

問題を解

いう結果

力が高ま

と見るこ

 
(3) 研究の

  学力調

る力が不

系統的・

と考えら

明確にす

の具体的

い読み取

り、選択

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 【図 6

調査について

を読み、考え

学年にアンケ

に、資料を

感じている

が分かった

わち、半数以

解決するよう

果になった。

まらないとい

ことができる

の方向性 
調査と意識調

不足している

段階的に指

られる。その

する必要があ

的な手立てと

取りと選択を

択していく力

6 資料を正

て 
をまとめる

ートを行っ

基にして考

児童生徒は

。（【図５

上の児童生徒

な形態を好

このことが

う学力調査

。 

調査から、本校

ことが課題

指導し、資料

ためには、資

る。これら

して、思考

具体的に学ぶ

が高まってい

正しく読み取

ことについて

た。その結果

えを進める学

両学年ともに

】参照） 
徒が資料を活

んでいるとは

、資料を正

の結果にも影

校においては

として挙げ

の妥当性を確

資料活用力を

の力は一連の

の流れに沿っ

ぶスキルア

いく過程をイ
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取り選択して

て、第６学年

果、右のグラ

学習について

に 45％以下

活用して学習

は言えないと

しく読み取る

影響している

は資料を正し

られた。この

確認しながら

を育てる発達

の学習の流れ

って学習を展

ップタイムを

イメージした

いく力が高ま

年 
ラ 
て 
で 

習 
と 
る 
る 

しく読み取り

のことから、

ら選択すれば

達段階に即し

れの中で身に

展開できるワ

を設定する。

た。 

【図５

まっていくイ

り、考えの根

資料を正し

ば資料活用力

した系統的な

に付けていく

ワークシート

【図６】は

５ 意識調査「資料を読

イメージ】 

根拠として資

しく読み取る

力は高まるの

な指導と段階

くことになる

トを開発し、

は、資料を正

み考えをまとめるのはお

資料を選択す

る視点を設け

のではないか

階的な指導を

る。そのため

資料の正し

正しく読み取

おもしろいか」】

す 
け 
か 
を 
め 
し 
取 



 

鎖

し

１単

ある。

資料

践を通

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 資料を

(1)   発達

資料

むこと

学習を

連させ

間の関

つこと

導内容

と、児

中学校

部にお

編』の

プタイ

①自

②調

③結論

視

読

鎖国をやめて

して来た。 

単位時間の社

これは、資

料活用力を高

通して検証し

を読み取り選

達段階に即し

料を正しく読

が必要であ

を行うことが

せながら資料

関連をまとめ

ができるよ

容の系統性を

児童生徒は到

校の新学習指

おける地理的

の内容に基づ

ムにおける

自分の考え 

調べて分かっ

論の根拠とし

この資料

分かる。

視点に沿

読み取る

【図７

てもらおう

社会科学習にお

料の読み取

める工夫につ

ていきたい。

選択する力を系

した系統的・

読み取り、選択

る。このよ

重要である。

料の背景まで考

る力が高ま

うになると期

明確にする

達目標が明確

指導要領にお

的分野*9、歴史

いて作成し

段階的指導

【問題】

たこと 

しての資料 

料のこの部分

 

沿って

。 

７ １単位時

と

おける資料活

りと選択を関

ついての手立

。 

系統的・段階

段階的指導

択するために

うな力を育て

。各種の資料

考える読み取

るようになる

期待できる。

ために具体的

確になり、教

ける資料活用

史的分野*10、

た。なお、太

内容の一覧表

】朝鮮通信使

④考え

分から
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時間における

活用力の高ま

関連付けなが

立てを取り上

階的に高める

内容の整理

には、まず、

てるためには

料に即した読

取りができる

る。この段階

。そこで、小

的内容を【表

教師も指導の

用力に関する

および公民

太字・アンダ

表】に位置づ

使は、なぜ日

の修正（結論

る資料活用の

まりを具体的

がら高めてい

上げ、それを

る工夫 

既習内容を

は、学年の発

読み取りがで

るようになり

階を経て、様

小学校から中

表１】のよう

の重点化が図

る具体的内容

民的分野*11 に

ダーラインは

づけた内容と

日本にきたの

論） 日

っ

捕虜

する

のイメージ】

的にイメージ

いくことを表

を授業モデル

を踏まえ背景

発達段階に即

できるように

り、社会的事

様々な問題に

中学校までの

うに整理した

図りやすくな

容から抽出し

については『

は p９～10
となる。  

のだろうか。

日本と交流す

ってきた。 

虜を連れ返し

ために来た

 

資料

 

ジしたものが

表している。

ルとして提示

景を考えなが

即して系統的

になると、既

事象の特色や

に対して適切

の資料活用力

た。系統性が

なる。【表１

したものであ

『学習指導要

【表２ 特設

   

 

するために

し、仲良く

。 

を選択す

が【図７】で

 

示し、授業実

がら資料を読

的・段階的に

既習内容を関

や社会的事象

切な考えをも

力に関する指

が明確になる

】は、小・

ある。*8 中学

要領解説社会

設スキルアッ

にや

る。 

で

実 

読

に

関

象

も

指

る

学

会

ッ
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【表１ 資料活用力に関する具体的内容の系統表】 

 目標 目標の具体的内容 各種の具体的資料の活用例 

 

３年 
４年 

地図や各種の具体

的資料を効果的に活

用する。 

 地域の人々の社会生活の様子をとら 

えたり、その特色や相互の関連などに 

ついて考えたりするために、地図（絵 

地図を含む）や各種の具体的資料を効 

果的に活用する。 

①資料から必要な情報を読み取る。 

②資料に表されている事柄の全体的な傾向をとら

える。 

③必要な資料を収集する。   

 

 

５年 

 地図や地球儀、統

計などの各種の基礎

的資料を効果的に活

用する。 

 我が国の国土や産業に関する社会的 

事象を具体的にとらえたり、その意味 

について考えたりするために、地図帳 

や地球儀、統計などの各種の基礎的資 

料を効果的に活用する。 

①資料から必要な情報を読み取る。 

②資料に表されている事柄の全体的な傾向をとら

える。 

③複数の資料を関連付けて読み取る。 

④必要な資料を収集したり選択したりする。 

⑤資料を整理したり再構成したりする。 

 

 

 

６年 

 地図や地球儀、年

表などの各種の基礎

的資料を効果的に活

用する。 

 我が国の歴史と政治及び国際理解に 

関する社会的事象を具体的にとらえた 

り、その意味をより広い視野から考え 

たりするために、地図帳や地球儀、年 

表などの各種の基礎的資料を効果的に 

活用する。 

①資料から必要な情報を的確に読み取る。 

②資料に表されている事柄の全体的な傾向をとら

える。 

③複数の資料を関連付けて読み取る。 

④資料の特徴に応じて読み取る。 

⑤必要な資料を収集・選択したり、吟味したりす

る。 

⑥資料を整理したり再構成したりする。 

 

 

 

 

 

７年 

 
 
地

理 
的

分

野 
 

 

様々な資料を 
適切に選択活用

して地理的事象

を多面的・多角

的に考察し公正

に判断するとと

もに適切に表現 
する能力や態度

を育てる。 

情報技術革新や情報化の進展により、

地理情報も多様な情報手段によって多 
種多様な資料を容易に得ることができ 
るが、中には地理的分野の学習に結び 
付かない高度な情報や詳細すぎる情報 
なども少なくない。また、なかなか適 
切な情報が入手できない地域もみられ 
る。 

①社会的事象を位置や距離関係を考慮して地図上

でとらえる。 
②新旧の地図を比較し関連付ける。 
③地域の変容の軌跡をとらえたり、地域の課題や

将来像などについて考える。 
④読図、作図などの地理的技能を身に付ける学習

を行う。 
 

 
 
 
 
歴 
史 
的 
分 
野 
 
 

様々な資料を

活用して歴史的

事象を多面的・

多角的に考察し

公正に判断する

とともに適切に

表現する能力と

態度を育てる。 

個々の生徒の学習活動をより活発で 
主体的なものとするために、歴史学習 
にかかわる様々な性格の資料や、作業 
的・体験的な活動によって得られた幅 
広い資料の中から、必要な資料を選択 
して有効に活用することで、歴史的事 
象を一面的にとらえるのではなく、様 
様な角度から考察し公正に判断すると 
ともに適切に表現する能力と態度を育 
成することが大切である。 

①身近な地域の歴史を調べる。 
②地域の具体的な事柄とのかかわりの中で我が国

の歴史を理解する。 
③受け継がれてきた伝統や文化への関心を高め歴

史の学び方を身に付けさせる。 
④博物館、郷土資料館などの施設の活用や地域の

人々の協力も得られるようにする。 
⑤文化を担った人々や外国とのかかわりなどに着

目し各時代の文化の特色をとらえて考える。 
⑥歴史の舞台という視点から地理的な事柄とのか

かわりで地図を活用する。 

 

 

 

 

８年 

 

 

 

 

９年 

様々な資料を

適切に収集選択

して多面的・多

角的に考察し、

事実を正確にと

らえ、公正に判

断するとともに

適切に表現する

能力と態度を育

てる。 

情報化が進展する中で社会的事象に 
ついて考察するときに求められる能力、

すなわち、関連のある資料を様々な情 
報手段を効果的に活用して収集し、か 
つ考察に必要な情報を合理的な基準で 
選択し分析する。 

①コンピュータや情報通信ネットワークなどを活

用し必要な情報とそうでない情報を選別する。

②収集された資料の中から客観性のあるものを取

捨選択しながら事実をとらえ、いろいろな立場

に立った様々な考え方があることを理解する。

③結論に至る手続きは公正に行う。 

 

 

公

民

的

分

野 

 

 
(2) スキルアップタイムの設定 

資料の背景まで考えた正しい読み取りや、考えの根拠となる資料の選択力を高めるために、従来の

「知識・理解」の向上に重点をおいたスキルアップタイムの内容を見直すことにした。 
資料活用力向上に特化した１単位時間の「特設スキルアップタイム」と社会科学習の時間における  
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導入時の「毎時スキルアップタイム」がこれにあたる。双方の関連を【図８】に示した。 

特設
ｽｷﾙｱｯﾌﾟﾀｲﾑ

前学年の指導内容 毎時
スキルアップタイム(例)

まとめまとめ終末終末

調べ活動調べ活動→→意見交換意見交換展開展開

本時学習問題本時学習問題
・ワークシートの活用・ワークシートの活用

導入導入

○○ワークシートによる演習ワークシートによる演習
・既習内容による演習問題・既習内容による演習問題
・仮結論の設定・仮結論の設定
・二者択一による資料の読み取り・二者択一による資料の読み取り
・資料からの結論検討・資料からの結論検討
・資料の選択・決定・資料の選択・決定
・仮結論の修正・仮結論の修正
・解答・解答

５
分
間

次学年の指導内容

毎
時
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
で
補
充
・
深
化

1時間

1時間

1時間

4月

特設スキルアップタイムと毎時スキルアップタイムの関係

9月

1月

1学習の進め方
2資料別読み取り②
3ワークシートの活用②
・読み取りの視点
・選択の視点

1学習の進め方
2資料別読み取り③
3ワークシートの活用③
・読み取りの視点
・選択の視点

1学習の進め方
2資料別読み取り①
3ワークシートの活用①
・読み取りの視点
・選択の視点

 
 
 
ア 特設スキルアップタイム 

第３学年から第９学年まで系統的に指導するには、通常の社会科学習の時間の中で細分化して指

導するよりも特設した１単位時間の中で資料活用に特化した学習を展開し、それを毎時間の社会科

学習の中で補充させるようにした方が効果的であると思われる。そこで毎学期１回、資料活用力向

上のための時間として年間指導計画を精選し１単位時間を特設する。学校の実態から授業時間を弾

力的に運用することは、新学習指導要領の「実態を考慮し標準時数を上回って指導することが可能」

という趣旨にも合致しているが、ここでは指導内容の精選により３単位時間を捻出した形をとる。 
毎学期初めの社会科学習の１時間を確保し基本的な指導を行う。それを確実に定着させるために

毎時間の導入５分間（毎時スキルアップタイム）で、各種の資料による読み取りと選択の活動を継

続的に行うようにする。特設スキルアップタイムでは、【表３】のように、資料の正しい読み取り

方や考えの根拠としての資料選択の方法及びそれらを活用した学習の進め方などを学習する。この

時間の学習の進め方は、【表４】に示した活動例を児童生徒にも示すようにする。 
系統的・段階的な指導内容については【表１ 資料活用力に関する具体的内容の系統表】をもと

に、新学習指導要領での資料活用に関する指導内容を参考にしながら【表２】のようにまとめた。

太字・アンダーラインは【表１】との関連を示している。 
 

 ４月 ９月 １月 

３

・ 
４

年 

  資料を読み、課題に対する自分

の考えを表す過程をワークシート

の活用を通して理解する。 

  ワークシートを活用し、地域に関

する資料を読み取り、課題に対する

自分の考えを表現する。 

  地域に関する地図などの資料を読

み取り、課題に対する自分の考えを

ワークシートに自力でまとめていく

ようにする。 

５

年 

  ワークシートを活用しながら、 
読み取ったことを箇条書きにした

上で自分の考えを資料に照らして 
結論づける過程を理解する。 

  ワークシートを活用しながら、地

図帳や地球儀、統計などの各種の資

料から必要な資料を選択し、自分の

考えをまとめるようにする。 

  ワークシートを活用しながら、地

図帳や地球儀、統計などの各種の資

料から必要な資料を選択し、読み取

ったことを箇条書きにした上で、自

分の考えをまとめるようにする。 

６

年 

  ワークシートを活用しながら、

地図帳や地球儀、年表などの各種

の資料を読み取り、自分の考えの

根拠となる資料を選択し、妥当性

の検証から修正、結論の過程を理

解する。 

  ワークシートを活用しながら、地

図帳や地球儀、年表などの各種の資

料を読み取り、自分の考えの根拠と

なる資料を選択し、資料の妥当性を

再検討した上で結論づけるようにす

る。 

  ワークシートを活用しながら、地

図帳や地球儀、年表などの各種の資

料を読み取り、自分の考えの根拠と

なる資料を選択し、資料の妥当性を

再検討した上で結論づけるようにす

る。 

【表２ 特設スキルアップタイムにおける段階的な指導内容の一覧表】 

【図８ 特設スキルアップタイムと毎時スキルアップタイムの関係】 
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① スキルアップタイムシート（ワークシー

ト）にある本日の問題を読む。 
② 問題の答えを暫定的に書く。        

③ シートにある資料を読む。 
・どんな種類の資料かを判断する。 

・資料を読み取る視点を活用して読み取る。 
・資料には何が書いてあるか（読めるか） 
の要点をまとめる。 

④ 考えの根拠となる資料を選択する。 
⑤ 問題に対する自分の考えを書く。 

・または、修正する。 
⑥ 一斉に解答する。 

【表５ 毎時スキルアップタイムでの活動内容】

 
【表３ 特設スキルアップタイムにおける基本的な活動】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

イ 毎時スキルアップタイム      

特設スキルアップタイムの学習内容を補充するた 
めに、毎時間の社会科学習の中で資料を読み取り、   
選択する力を高める内容に重点化したワークシート 
（後述）を活用し、短時間で効果を高められるよう 
にした。この時間の活用の仕方については、従来の 
知識・理解を中心にしたスキルアップタイムの実践 
で時間運用については実証済みであるので、活動内 
容を見直し、運用を図ることで資料活用力を伸ばす 
ようにした。 
活動内容については【表５】のように、導入時５ 

 

７

年 

  ワークシートを活用しながら様

様な資料を読み取り、社会的事象

を多面的・多角的に考察し、根拠

となる資料の選択や妥当性の検証

の過程を理解する。 

ワークシートを活用しながら様々

な資料を読み取り、社会的事象を多

面的・多角的に考察し、根拠となる

資料を選択したり取捨選択したりし

ながら妥当性を検証する。 

  ワークシートを活用しながら幅広

い資料を読み取り、社会的事象を多

面的・多角的に考察し、根拠となる

資料を選択したり取捨選択したりし

ながら妥当性を検証する。 

８

年 

  ノートを活用しながら幅広い資

料を読み取り、社会的事象を多面

的・多角的に考察し、根拠となる

資料を選択したり取捨選択したり

しながら妥当性を検証する過程を

再確認する。 

  ノートを活用しながら幅広い資料

を読み取り、社会的事象を多面的・

多角的に考察し、根拠となる資料を

選択したり取捨選択したりしながら

妥当性を検証する。 

  ノートを活用しながら幅広い資料

を読み取り、社会的事象を多面的・

多角的に考察し、根拠となる資料を

選択したり取捨選択したりしながら

有効に活用し、妥当性を検証する。 

９

年 

  ノートを活用しながら幅広い資

料を読み取り、社会的事象を多面

的・多角的に考察し、根拠となる

資料を選択したり取捨選択したり

しながら有効に活用し、妥当性を

検証する。 

  ノートを活用しながら幅広い資料

を読み取り、社会的事象を多面的・

多角的に考察し、根拠となる資料を

合理的な基準で選択したり捨象*12し

たりしながら効果的に活用し、妥当

性を検証する。 

  ノートを活用しながら幅広い資料

を読み取り、社会的事象を多面的・

多角的に考察し、根拠となる資料を

合理的な基準で選択したり捨象した

りしながら効果的に活用し、妥当性

を検証する。 

① 資料を活用する系統的・段階的な社会科学習の進め方を理解する。   【表４ 社会科学習の進め方】 
・ 【表４】を基にした学習の流れの把握           

② 毎時スキルアップタイムの進め方を理解する。 
・ スキルアップタイムシートの配付 
・ 学習問題の提示 
・ 「自分の考え」の仮記述 
・ スキルアップタイムシートにある資料の読み取り 
・ 学習問題の解決に必要な資料の選択と内容の概要を理解する演習 
・ 「自分の考え」の修正 
・ 一斉解答 

③ 社会科学習時のワークシートの活用について理解する。 
・ 社会科ワークシートの配付 
・ 毎時スキルアップタイムシートとの相違点 
・ 読み取った資料の内容を箇条書きに書く演習 

④ 各種の資料を読み取る視点を理解する。 
・ 地図や統計、図、写真、新聞などの資料ごとに違う読み取りの視点 

⑤ 社会科学習時の基本的な資料を読み取る視点を理解する。 
・ 資料を読み取るにあたって基本的に押さえる共通した視点 

⑥ 「自分の考え」の根拠を表す資料を選択する視点について理解する。 
・ 資料選択の視点 

＊ 留意事項：【表４】は、児童生徒にも配付しノートに貼って学習の流れ 
の参考にさせる。社会科ワークシートを基に、グループで意見交換が活発 
になるような班編成を予め行う。 

 

調べ学習から  

グループ意見交換まで  
～社会科学習の進め方～ 

１  できごとの順番に読み取り、○で

かこむ。  

２ 特に重要なところに線を引く。  

３  調べたことを、か条書きで整理す

る。  

 ☆ 学習問題に対する自分の意見を考

えながら書いていく。  

４  調べた事実と照らし合わせて、学

習問題に対する考えを決める資料の

内容を確認する。  

５  再度、その資料は自分の考えの根

拠となるか吟味する。  

６  グ ル ー プ で の 意 見 交 換 に そ な え

て、発表するつもりで友達に伝える

言葉を考える。  

７ 全体での意見交換の仕方  

 ☆   友 達 の 意 見 を 聞 い て 、 賛 成 、 反

対、疑問点を伝える。  

 □  ○○さんは△△といいましたが、

私は・・だと思います。それは…  

□  ○○さんと同じように私も・・・

と考えます。  

☆   資料を指でさしながら！  
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【表６ 資料別読み取りの視点】 

ア 絵画 
  画面に見られる特徴やその資料がもっている歴史的 

な背景、作者の歴史的な役割などについて読み取る。 
イ 年表 
  各時代の特色と移り変わり、我が国と世界の動きの 

関連を把握する。 
ウ 歴史地図 
  自然環境や、交通や産業など各地域の特色に関する 

データを含んだ各時代の絵地図、世界と日本のかかわ 
りを示す地図などの中にある情報を読み取る。 

エ 統計（新聞・雑誌） 
  時代を反映しタイムリーな話題を統計的な観点から 

データとして読み取る。 
オ 地図 
(ｱ) 地名は日本や世界のどこにあるか位置を確かめ

る。 
(ｲ) 地域の地理的事象について読み取る。 
(ｳ) 地図を頼りに訪ね歩く技能を身に付ける。 
(ｴ) 調査結果を地図に表すことができる。 
(ｵ) 略地図を描くことできる。 

１ 絵画を読む。人の動き・文化の特色 

 ① だれが何をしているか。（武士、貴族、 
僧侶、民衆、個人） 

 ② 何を持っているか。 

  ③ 前の時代とどこが違うか。 

２ 年表を読む。政治・経済・外交関係 

 ① 今どこの学習をしているか。 

  ② 今の学習は何時代か。 

 ③ 学習ポイントより過去と未来の流れはど 
うなっているか。 

 ④ 国内と外国の動きはどうなっているか。 

 【表７ 資料別読み取りの視点（例）】

分間という短い時間であるため、資料を厳選し、効率よく資料の読み取りと選択ができるように設

定することとした。１年間を通じて継続的に実施することで資料を読み取る力を高めていくように

する。 
                       

(3) 資料を正しく読み取り、資料を選択する視点の整理 
ア 資料別読み取りの視点 

社会科学習において活用される資料には、 
質的・量的に多くの種類がある。児童生徒は 
資料別に正しく読み取り、学習問題に対して 
何が大切で何が必要な情報なのかを判断しな 
ければならない。 
そこで、資料のどの部分に目を向けること 

が大事なのか、ポイントはどこにあるのかを  
【表６】*13のように視点を設けて重点的に指  
導する必要がある。 
特に、地図については、中学校社会科での 

地理的分野はもとより、歴史的分野や公民的 
分野においても資料としての深い関連がある 
ため正しく読み取る力を十分に高め、系統性 
に留意して計画的に指導することを重視した。 
 実際に、児童生徒へ提示する視点について 
は【表７】に「絵画」と「年表」についての 
第６学年、第７学年対象の例を示した。特に、 
文化史については【表８】のように、写真や 
絵画などの数多くの資料があるため、資料か 
らその時代の特徴を読み取るポイントを児童 
生徒に示すこととした。 

 
イ 文章資料を読み取る視点 
   【表６】に示した「資料別読み取りの視点」 
を基本として児童生徒の資料別に読み取る力 
は高まってくると期待できる。しかし、児童 
生徒が教科書のような文章資料を読み取る際 
には、「絵画」や「年表」などを使って読み 
取るだけでなく、書かれている文章そのもの 
から読み取る場合もある。そのため、資料別 
に読み取る力に加えて、【表９】のように「 
政治」や「経済」、「外交関係」などの社会 
的事象の視点に沿った読み取りが必要となる。 
そこで、教科書や副読本、資料集などの文 

章資料を読み取る際の視点を【表 10】のよう 
に示すと、視点に沿って多面的に読み取るこ 
とができるようになる。 
 

① 宗教の動き 

 ・ だれが、どんな宗教を開いたか。 

 ・ その後、日本や外国にどのような影響を与えた

か。 
 ・ この時代の政治の特色を反映しているか。 

② 建築物・彫刻 

  ・ だれが建てたか、作ったか。 

・ 前の時代と比べてどんな特色があるか。 

・ この時代の政治の特色を反映しているか。 

③ 文学 

 ・ だれが、どんな作品を作ったか。 

 ・ どんなことが書いてあるか。 

 ・ この時代の政治の特色を反映しているか。 

④ 絵画 

 ・ だれが、どんな作品を作ったか。 

 ・ どんなことが書いてあるか。 

・ この時代の政治の特色を反映しているか。

【表８ 文化史資料読み取りの視点】 



 

ウ 資料

各種

根拠を

ると考

【表

ら、「

料のど

いか」

いのか

とで資

また

できる

進め方

アップ

て選択

なる。

この

に書か

し、そ

また、

も養わ

結論を

せるこ

な判断

きる。

  
(4)  ワーク

本研究

でより効

められる

習を展開

シートに

児童生徒

るように

イムにお

シート）

ワークシ

初、トゥ

と選択の

スキル

った。ま

きで整理

らのワー
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種の資料を読

を明示するこ

考える。 
表 11】にある

「その資料で

どこに書いて

、「同じ部

か」というよ

資料の選択力

た、学習時の

ように、【

方が効率的な

プタイムにお

択する学び方

 
のように、資

かれている内

その資料の妥

自分の知識

われるように

を導く過程に

ことが資料の

断力の育成へ

 

クシートの開

究においては

効果的に資料

ようにする

開できるワー

には思考の流

徒にとって主

に配慮した。

おけるワーク

であり、 
シート（社会
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の過程が一つ
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また、社会科

理したり、意

ークシートも

師が行うこと
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るように、資

本当に分か

あるか」、

分や違う部分

うな視点で資
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表２】にあ

場合もある

いては、学年

方も視野に入れ

料選択の視点
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妥当性を評価

識や経験と結び

なる。*14さ
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ために思考

クシートを

流れが番号で示
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 【表 12】は

シート（ス

【表 13】は

科ワークシー

モデル*15 を生

のシートで完

ムシートで

科ワークシー

意見交換の手順

、資料の背

で、資料の読

ら、自分の考

選択する力が

資料を読み取

るか」、「そ

「ほかに資料
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考えの 
が高ま 

取りなが 
その資 
料はな 
ていな 
取るこ 
える。 
に到達 
という 
スキル 
捨象し 
必要と 

、資料

・検討 
になる。 
みの力 
生徒が 
定着さ 
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期待で 
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って学 
ワーク 
ため、 
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ップタ 
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習時の 
る。当 
ークシートを

うにした。

資料を予め貼

科書や資料集

率よく話し合

取る視点や根

資料を選択す

２

昔    

世

（何

【表 10

を活用してい

貼付し、読み

集などを活用

合いを進めた

根拠として明

する力に焦点

【表

【表９

学習問

１ その資

・ 資

２ ほかに

・ 同

調べ

     

世の中の仕組

（政治

暮らし、

（経済、商業

外国との

が起こり、

文章資料を読

 

いたが、改良

み取りと選択

用し資料を読

たりできる工

明示する視点

点化すること

表 11 資料選

文章資料を

資料の
問題の答え

資料で本当

料のどこ

に資料はな

じ部分、

べ方 
    未

組み、きまり

治） 
、仕事 
業、農業） 
の関係 
どうなったか

読み取る視点 

良を加え資料

択に集中でき

読み取り、内

工夫も盛り込

点をはずさな

とができた。

選択の視点】

を読み取る視

の確認 
えを出すた

当に分かる

こ？ 

ないか。 

違う部分

未来 
 

か） 

6 年例】 

料の読み取り

きる工夫を行

内容を箇条書

込んだ。どち

ないような工

 

】 

視点】

ために 

るか。 

分は？ 

り

行

書

ち

工
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社会科ワークシート                    （Ａ４） 

                      

 

 

 

 

②読み取ったことを記述する 

・ 

 

 
 

 
■最も適切な資料に○印をつける。 

③【結論にふさわしい資料と決めた理由】 

問題 ・社会的事象の背景を総合的に考える問題 

①自分の考え  ・暫定的な答えの記入と資料選択後の修正 

④考えの修正 

「資料選択の視点」・【表 11】の視点掲載 

【資料】・決定した資料の記入                    【理由】・読み取った内容の記述 

意見交換の手順  ・「私の意見は（①or④）です。それは、（③の資料□）に（「理由」）と書いてあり、（①or④）ということ

が読み取れるからです。」と常に、意見交換時の表現方法を参照できるように掲載しておく。 

 
 
 
 
 
 
 
視点に沿って正しく読み取 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【注】図中の番号は、児童生徒がワークシートに記述していく順番を表している。 
 

 
 
  

                       

 

 

  

 

 

 

 

 
 
４ 資料活用力を高める社会科学習の授業モデル構築 
  １単位時間の社会科学習の中に、資料活用力の育成に焦点化した５分間のスキルアップタイムを位

置づけ、資料の読み取りと自分の考えの根拠を表す資料選択の視点を盛り込んだワークシートを活用

しながら展開する授業モデルを以下に示した。 

スキルアップタイム                    （Ａ４） 

                      

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

■最も適切な資料に○印をつける。 

③【結論にふさわしい資料と決めた理由】 

 

問題  ・資料を読み取る中で、書かれている社会的事象の背景を総合的に考える問題を既習内容から作成する。 

①自分の考え ・問題に対する答えを暫定的に書く。 
 

④考えの修正 ・資料を読み、根拠となる資料選択の過程を経て、最終的に答えの修正が必要な場合は修正する。 
（最後に） 

資料１  
 
・短い時間の中では２枚の資料に限定し、

集中して考えさせた方が効果が高いた

め、資料をここに予め貼付しておく。 

資料２ 

 

「資料選択の視点」・【表 11】の視点を掲載しておく。 

【資料】                         【理由】・資料から読み取った内容を簡潔にまとめる。自分の言葉でまとめ

ることで資料の背景まで読み取る力が伸びる。 

【表 13 社会科ワークシート】 

【表 12 スキルアップタイムシート】 

「ここにこう書

いてあるから」

と明記すること

で確実に振り返

られるようにす

る。 

視点に沿って正

しく読み取る。

考えを整理し、根拠としてふ

さわしい資料を決定し、その

資料名を記入する。 

・「本時」学習時には、教科書や配付資料、資料集などを活用して資料別読み取りの視点に沿った正しい読み

取りを行う。それらの資料を読み取る過程において分かった事実をここに整理する。 

・事実を整理する際には、「本時」学習の内容がきちんと整理され、記録として役立つように箇条書きにして

おく。また、意見交換の中で新たに分かった事実を補充できるようにノートとしての機能をもたせる。 
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調べ方 
昔           未来 
世の中の仕組み、きまり 

（政治） 
暮らし、仕事 

（経済、商業、農業） 
外国との関係 

（何が起こり、どうなったか） 

 
５ 検証授業の実際 
  資料活用力を高める上で一貫した指導法の有効性を検証するために、第６学年と第７学年で授業実 

践を行った。 

学習活動及び学習内容 留意事項 備 考 

１毎時スキルアップタイム 

 ○ ワークシート配付 
 
 

・ 本時の中心内容とは別に、既習内容から出題し複数

資料を読み取り、選択する力を高める時間とする。時

間は解答も含めて５分間以内とする。  

・ スキルアップタ

イムシートに資料

貼付あり。 

２ 学習問題を提示する。 
 
 
 

・ 本日の学習問題を提示する。資料の正しい読み取り

と選択が必要となるような学習問題を設定する。 

 

３ 予想する。 

○ 学習問題に対する答えを考えワークシートに記

入する。 
 

４ 学習方法の確認 

 ○ 一人調べ→グループ意見交換→全体意見交換 
 
 
５ 課題を追究する。 

 ○ 個人学習 
 (1) 教科書や配付資料、資料集などを調べる。 
  ○ 読み取りの視点を活用しながら多面的に読み

取りを進める。【表９】 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 読み取った内容を箇条書きにする。 
(2) 学習問題に対して資料から読み取れることを記

述し、自分の考えの根拠として最もふさわしい資

料を選択する。 
 ○ ワークシートに読み取った内容の要約を書き

考えの根拠として選択した資料を記入する。 
(3) 学習問題に対する自分の考えの修正が必要な場

合は修正する。 
  ○ グループ意見交換 

・ ワークシートと資料を提示しながら、意見

交換を行う。 
 
 
 
 
 

  ○ 全体意見交換 

   ・ 各グループからの意見を基に、読み取った

社会的事象を学習問題に照らしてまとめる。 

・ 学習問題に対する答えを予想する際には、既習事項

と関連付けて考えさせるようにする。この段階では、

児童生徒の思考を頼りに暫定的に素早く記述するよう

にさせる。 
・ 調べ学習の展開方法を確認し、個人でまとめたこと

はグループの場で意見交換していくために、ワークシ

ートの流れに沿ってまとめることを確認する。 
 
・ 学習問題に関連する学習範囲をまず教科書で確認し

重要な社会的事象を読み取り、ワークシートに箇条書

きにしていく。 
 

  
 
 
 
 
・ 文章資料を読み取る視点に沿って順序よく読み取っ 
ていくことができるようにする。また、国と地方、あ

るいは全体と個人というようなとらえ方で資料を読む

ことで多角的な見方も発展的にできるようにする。 
 

・ 学習問題に沿って読み取った内容を自分の言葉で要

約することで資料を正しく読み取り、社会的事象の背

景を考える力が高まるようにする。さらに、関連的に

とらえる読み取り活動によって幅広い思考力や判断力

が培われるようにする。 
・ 個人で調べたことをグループの中で発表し、資料の 

読み取りと選択根拠を中心とした共通理解を図る意見

交換を行わせる。 
・ 意見交換の際には、自分の考えの根拠として選択し

た資料の箇所を指し示しながら、考えを友達に伝える

ようにする。グループ内での意見としてまとめ上げる

過程で、さらに読み取る力と選択する力を高めること

ができるようにする。 
・ 全体の場で意見交換する際は、グループで話し合わ

れた学習問題に迫る意見について確認しながら、多く

の児童生徒の意見を全体に反映させるようにする。 

・ 資料別読み取り

の視点【表６】の

活用 

 

・ 配付資料や教科

書、資料集など 
 
 
 

 
 
・ 文章資料を読み

取る視点 
【表９】 

 
 
 
 
 
 
 
 
・ 資料選択の視点

【表11】 
 
 
 
・ 意見交換の手順

 

６ 本時学習についてまとめる。   ・ 学習問題のまとめをする際に、前時学習との関連や 
今後の展開まで予想しながら本時の位置づけをまとめ

られるようにする。 

 

７ 次時への課題を確認する。  ・ 本時の学習を受けて、児童生徒から新たな「問い」

が出るような話し合いにさせる。 

 

ｽｷﾙｱｯﾌﾟﾀｲﾑ用のﾜｰｸｼｰﾄを配付する。 

前時学習からの課題を踏まえた連続した学習活動

となるような構成を考える。 

一人調べの際に、資料別読み取りの視点【表６】

を活用して読み取るようにさせる。 

私の意見は（① or ④）です。それは、（③の資

料○○）に（「理由」）と書いてあり、（① or 

④）ということが読み取れるからです。 

○ 資料の読み取りと選択の力を高める重要

な活動として位置づける。 
・ ワークシートの流れに沿って進める。 
・ 資料選択の視点に沿って資料を選択す

る。 
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(1) 検証授業Ⅰ【 第６学年】 
ア 単元名「徳川家光と江戸幕府」（全８時間） 
イ 第１時 特設スキルアップタイムの指導過程 

学習活動及び学習内容 指導上の留意点（資料活用の手立て） 資 料 

１ オリエンテーション 

  ○社会科での学習の進め方について説明を聞く。 

２ 本時学習のねらい 

   

・ 既習事項の確認をする。 

・ 普段の授業で調べたり考えたり発表したりして

いることを振り返り学習の焦点化を図る。 

 

３ 学習課題について話し合う。 

  ○ これまでの社会科学習について考えを話し合う。 
４ 学習方法の確認 

  ○ 社会科学習では、個人→グループ意見交換→全

体意見交換で進めることを知る。 
○ 資料の読み取りと選択についてワークシートを 

基に調べ方や結論の修正の仕方などを学ぶ。 
・スキルアップタイムシート 
・社会科ワークシート 

 ○ 資料別読み取りの視点を活用しながら、読み取

る場合のポイントを確認する。 
○ 資料の妥当性について、「資料選択の視点」を

基に検証する。 

○ 必要に応じて結論の修正をする。 
 

５ 課題を追究する。 

 ○ 例題に沿って学習を進める。 
  ・年表、図表、文章、絵や写真の場合 
６ 意見交換の方法について話し合う。 

・ これまでの社会科学習での資料の調べ方と、資

料を読み取る場合に難しい点について話し合わせ

る。 
・ 個人で社会科ワークシートを活用しながら資料 
を読み取り、グループで意見交換したものを全体

意見交換でまとめて行く過程を理解させる。 
・ 社会科ワークシートを使い、資料の読み取りか

ら考えのまとめ方までの学習方法を理解させる。 
 
・ 初めに資料が貼付されているスキルアップタイ 
ムシートを活用し、毎時スキルアップタイムでの

活動と読み取り方を学ばせる。 
・ ワークシートを活用して、資料の見方や読み取

り方、書き込み方、結論への導き方を一つ一つ確

認しながら進めていくようにする。 
・ ワークシートを活用しながら、要約の仕方と記 
述の仕方を学ばせる。要約の際には、読み取った

ことを総括して自分の言葉で端的に記述できるよ

うにさせる。 

・社会科学習の進め方

表【表４】 

 

・ワークシート 

 

 

 

 

 

・資料別読み取りの視

点【表７】 

・文章資料を読み取る

視点【表９】 

・資料選択の視点 

【表11】 

 

 

 

・意見交換の手順 

          
ウ 第７時の目標 

○ 朝鮮通信使に関する資料を調べる活動を通して、鎖国状態の中で日本人が海外の文化の吸
収に熱心であったことを考え、海外交流に関する意見交換でワークシートを活用できる。 

エ 第７時の指導過程 
学習活動及び学習内容 指導上の留意点（資料活用の手立て） 資 料 

１「スキルアップタイム」 

 ○ 歴史的分野の復習 

・ 資料の根拠を明確にした発言ができるような既習事項からの

問題を提示する。 
【表14】 

２ ＶＴＲを見て学習との関連性を考え

る。 
 
 

３ 学習問題を提示する。 

【学習問題】 

・ 校区内の金ヶ浜は朝鮮とのつながりが深いことから朝鮮通信

使への関心高める。 

・ 浮世絵について考えることで意欲的な学習活動への方向付け

を行う。 

・ 「何をしているのか」「どうやって会話をしたのか」と交流

についての学習であることへ焦点化を図る。 

・金ヶ浜の映像 

・白地図 

 

・書道交流の浮世絵 

４ 予想する。 

  ・ もの知りだった。 

  ・ 日本にない物を持っていた。 

５ 学習方法の確認 

 ○ 一人調べ→グループ意見交換→全

体意見交換 
６ 課題を追究する。 

 ○ 個人学習 
 ○ グループ意見交換 
 ○ 全体意見交換 

・ 前時学習での朝鮮通信使の様子から日本人にないものを求め

ているというような考えの根拠を明確にすることを押さえる。 

 
・ 調べ学習の展開方法を確認し、個人でまとめたことは全体の

場で表現していくために、ノートに発言の補助資料としてきち

んとまとめる必要性を自覚させてから取りかかるようにさせる 
・ 個人で調べたことをグループの中で発表し、一人一人の考え

についてきちんと評価し合って根拠の共通理解を伴った意見交

換を行わせる。 
・ 全体の場で意見交換する際は、グループの中で出てきた意見 

 

 

 

 

・配付資料 

・教科書 

 

・資料別読み取りの

視点【表７】 

資料を読み取りながら進める方法を学ぼう。 

幕府や民衆と朝鮮通信使は鎖国の中でどのような交流をしたのだろうか。 

毎時スキルアップタイム（５分間）  
・ 複数資料からの選択 

資料別読み取りの視点 

社会科ワークシート

資料別読み取りの視点 

ワークシート 

資料選択の視点 



 

  ・医学 

  ・画家 

  ・音楽 

  ・服装 

  ・唐子踊

  ・張子人

  ■唐辛子

 
 
オ 検証授

(ｱ)  毎時

資料

せる問

査した

資料

読み取

るかを

対する

できた

読み取

資料活

習が効

毎時ス

習資料

とで学

る。 
 

(ｲ) 社会

      資料

にかか

ために

してキ

か」と

使は鎖

だろう

クシー

み取れ

16】の

与え

１時で

中で、

る）力

いう資

られ、

 

踊り 

人形 

子、サツマイモ 

授業Ⅰの結果

時スキルアッ

料から歴史的

問題を期間を

た達成率は【

料の読み取り

取った内容の

を、資料の選

答えに関連

たかを比較し

取りと選択の

活用力の向上

効果を上げて

スキルアップ

料の提示数を

学習効果が高

会科ワークシ

料の読み取り

かわらず高ま

に、第１時「

キリスト教を

、第７時「

鎖国の中でど

か」でその

ートの中の下

れる理由」の

のように比較

えられた資料

では読み取り

資料に書か

力が形成され

資料選択の視

このような

を

果及び考察 
ップタイムに

事象の関係

空けて同様

表 15】のよ

に関しては

部分が適切

選択に関して

連する資料を適

た。その結果

どちらも９割

上に特化した短

いることが読

プタイムにおい

少なくし焦点

まることを裏

シートについ

と選択の力

っているか

徳川家光は

取りしまっ

幕府や人々

のような交流

変容を確認

下部にある資料

の部分と「ふ

較した。 
料のみではな

の達成率が低

かれている事実

れている過程

視点があるた

視点の明示

資

を取り上げた幅

見が全体に反

る。 

・ 通信使の行

問や文化を望

・ 教科書の記

海外との交流

せる。 

について   

をとらえさ

の問題で調

うになった。

、資料から

に書けてい

は、問題に

適切に選択

果、資料の

割を超え、

短時間の学

読み取れる。

いては、既

点化するこ

裏付けてい

いて 
は学習問題

を検証する

どのように

たのだろう

と朝鮮通信

流をしたの

した。ワー

料から「読

ふさわしい資

く自ら資料を

低かったが、

実を読み取

であるとと

めに、児童は

が資料の選択

資料選択の
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【

幅の広い意見を特

反映されるように

行列の見物人の多

望んでいたのかを

記述から、ほかに

流に積極的だった

     

。 

。 

資料」を記述

を読み取り、

、実践授業後

り書き出し、

らえることが

は自分の考え

択力の高まり

達成

読み

選

達成

読み

選

【

の視点 

【表 16 社会

特に賞賛し一人で

に表現活動の拡充

多さからどれほど

を理解させる。

に海外に開かれた

た面もあることを

    

述する部分で

選択してい

後は高まった

総括的に分

ができる。特

えの根拠とし

りにつながっ

成率 
み取り 2

 択 4

成率 第

み取り 2
 択 5

【表 15 毎時ス

【表 14 ス

会科ワークシ

でも多くの児童

充を図るように

ど日本人が新しい

た場所があるこ

を類推する一助

    

で、読み取り

いくというス

た。この変容
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第１時 
26.3% 
52.6% 

スキルアップ

スキルアップ

シート】 

の意

させ

い学

とも

とさ

・文章資

る視点
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【表11】
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１０月 
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タイム】 

プタイムシー
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点【表９】 
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 (2) 検証授業Ⅱ【第７学年】 
ア 単元名「中世の日本～武士の台頭と鎌倉幕府～」（全８時間） 
イ 第１時 特設スキルアップタイムの指導過程  

～省略～ 
ウ 第５時の目標 

   ○ 鎌倉時代の宗教や文化の特色について資料から調べることができる。 
エ 第５時の指導過程 

学習活動及び学習内容 指導上の留意点（資料活用の手立て） 資 料 

１ スキルアップタイム 

 ○ 歴史学習の復習 

・ 資料の根拠を明確にした選択ができるような既習事項か

らの問題を提示する。 

・スキルアップタ

イムシート 

２ 京都や奈良の観光地図を見て、

鎌倉時代の文化の特色を考える学

習の焦点化を図る。 

３ 学習問題を提示する。  

・ 修学旅行という観点から学習意欲を引き出し、鎌倉時代

の文化遺産が多いことから、その特色を考える学習へと焦

点化を図る。 
 

 

 

・京都奈良観光地

図行程表 

４ 予想する。 

  ・ 大きさ 

  ・ 仏教のつながり 

５ 学習方法の確認 

 ○ 一人調べ（視点の確認）→グ

ループ意見交換→全体意見交換 

６ 課題を追究する。 

 ○ 個人10分 

  
○ グループ７分 

 ○ 全体８分 
 
 ・仏教：浄土宗、浄土真宗、日蓮 

宗、禅宗、時宗 
・文学：新古今和歌集、平家物語

・絵画：絵巻物 
・建築・彫刻：金剛力士像、東大

寺南大門 

・ 予想したことの正当性を資料から調べ、それをグループ

内で意見交換していくことを確認する。 

 
・ 調べる際には、宗教、建築、文学、彫刻、絵画の視点で

焦点化図り、特に世の中の動きとの関連で、常に学習問題

を意識しながら調べるようにさせる。  
 
・ 多くの文化遺産が登場するが、それらの共通性や表現し

ていることを絶えず考えながら、グループ内で意見交換が

できるようにし、結論を資料から導くことができるように

する。 
 
・ 文化の全体像について理解しながら、鎌倉時代の特色に

ついて、武家社会と民衆の文化の融合という結論を導き出

すことができるようにする。 

・ 全体の場で意見交換する際は、グループの中で出てきた 
 意見を取り上げた幅の広い意見を賞賛する。 

 

 

・配付資料 

・資料別読み取り

の視点【表７】

・文章資料を読み

取る視点 

【表９】 

・資料選択の視点

【表11】 

 
 
・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 

 
 

オ 検証授業Ⅱの結果及び考察 
    (ｱ) 毎時スキルアップタイムについて                 

資料から歴史的事象の関係をとらえさせる問題について期間を空けて同様の問題で調査し、

【表 18】のような結果を得た。特に第７学年では、第６学年における歴史学習から学習内容が  

高度化してくるため、歴史的事象の背景にある関係まで読み取れるように学習問題を工夫して 
設定した。ここでは、国府と宮崎県の関係や中央からの税負担という複雑な思考を要する問題

としたため、きちんと歴史的事象の背景をとらえている必要があった。この問題に対して、素

早く短時間で資料を読み取り、適切に選択できた生徒が大きく増加したことは資料を読み取る

力が高まっているととらえることができる。 
この結果から、歴史的分野では、各時代の特徴を表す資料を活用し、具体的な視点で読み取

らせるようなスキルアップタイムでの問題を工夫すれば、資料の背景にある社会的事象を読み

取り、同時に資料を選択する力として高められる効果を確認できた。 
 

修学旅行で行く京都や奈良の文化遺産は、鎌倉時代のどんな魅力で現代の私たちをひきつけるのか。 

文化史資料読み取りの視点 

毎時スキルアップタイム（５分間）  
・ ２つの資料からの選択 

資料選択の視点 

文章資料を読み取る視点 

社会科ワークシート 
【表 17】 
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ワークシートとそれを活用する力を高めた特設・毎時スキルアップタイムによって資料の正しい 
読み取りと選択の力が、どの階層の児童生徒にも効果を上げていることが伺える。 
 

Ⅶ 研究の成果と今後の課題 
 １ 研究の成果 

(1)  資料活用力の育成に関する学年の指導内容を指導計画で明らかにしたことで、各学年の系統

性や段階的な指導内容の焦点化が図られ、児童生徒の到達目標を明確にできた。  

(2) 特設スキルアップタイムによって、資料の正しい読み取りと選択を中心とした社会科学習の

進め方を児童生徒が理解することができ、資料別に読み取ったり、選択した資料の妥当性を確認

したりする際にはどのような視点をもてばよいのかを理解することができた。 
   この特設スキルアップタイムを受け、毎時間の社会科学習時の導入時における毎時スキルアッ

プタイムによって、さらに資料を正しく読み取る力や資料を選択する力を高めることができた。 

(3)  ワークシートを活用したことで、社会科学習における「読み取り・選択・結論」という資料

を活用した学習過程の流れができあがった。また、ワークシートに沿った学習を展開することで、

資料を読み取った内容を自分の言葉でまとめたり、考えの根拠としての資料を選択したりする力

が高まった。このように、資料を読み取り選択する力を高めることに特化したワークシートを社

会科学習時に活用することで、児童生徒は資料を正しく読み取る視点を意識し、根拠とする資料

を選択する視点を考えながら問題を解決していくことができた。 

(4)  資料活用に特化した社会科学習の授業モデルを作成したことで、資料の読み取りと選択のた

めの毎時スキルアップタイムをどこに設定しどのように活用するか、また、本時学習の展開にお

いては、ワークシートをどのように活用させるかが明確になった。このことで、授業者にとって

資料を活用した主体的な社会科学習をどのように展開していけばよいかの指針ができ、社会科授

業の改善策として一つの方向性を示すことができた。 
 

２ 今後の課題 
   (1)  資料を読み取る力と選択する力をさらに高めるためには、特設スキルアップタイムにおける指 

導内容をさらに厳選し、効率的にワークシートの活用、読み取りの視点及び資料確認の視点につ 
いて児童生徒が理解できるように学習活動の構成を工夫する必要がある。 

   (2) 本研究において、特設スキルアップタイムを補充する形での毎時スキルアップタイムの重要性

が明確になったため、教科書を中心にした毎時スキルアップタイムにおける１年間の指導内容を

精選すると同時に、１単位時間における５分間の運用について様々な観点から検証していく必要

がある。 

 (3) 本研究では、資料活用力を高めるために資料の読み取りと資料の選択に焦点化した。さらに、 
資料活用力を高めるためには、グループ学習における読み取り過程と選択過程の検証を行う話し 
合い活動のもち方も工夫する必要がある。そして、グループ活動後の全員での意見交換時に読み 
取った内容と根拠としての資料をどのような表現方法を用いて提示するか、高め合いの方法につ 
いて明確にする必要がある。 
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では、小関氏の言う「情報」と同様の活用をすることができる。 
*5   『社会科教育指導用語辞典』教育出版 1986 年 p79 山中升 これは山中氏が、これまでの社会科

教育の中で資料活用能力の要素として①資料収集②取捨選択③分析・読解④事実の意味付け⑤比較

関連付け⑥資料吟味⑦再構成・表現の７つに分類されてきたものを焦点化して５つに整理したもの

から作成した。 
*6   『資料の収集・活用と授業』教育出版 1983 年 11 月 p8 佐島群巳、次山信男、羽豆成二 

羽豆氏は資料を正しく読み取ることに対して、「資料活用にとって最も大切なことである。特に、

統計資料の読み取りでは、数字そのものを読むというよりも、数字の背後にある意味を読み取った

り、変化の実態や全体的な傾向などを読み取ったりすることが大切である。」とし、統計資料での

背景の重要性を指摘しているが、資料の読み取り全般において地理的背景や歴史的背景、政治的背

景などを考慮することは大切である。 
*8   前掲１、p20、50、72 
*9   前掲３、p25 

*10   前掲３、p69 
*11   前掲３、p95 
*12   前掲３、p59 地理的分野における「身近な地域の調査」に関連して「どのような事象に着目し何

を捨象するか、取捨選択して残った事象を位置や空間的な広がりとのかかわりでどのようにとらえ

るか、すなわち、地理的事象としてどう見いだすかといった能力が問われることになる」とあり不

必要なものを取り除いて最終的に残していくような学び方の重要性を説いている。 
*13  前掲４、p12 本著に登場する資料の分類の説明を要約・整理して、児童生徒の実態に即した形に

修正した。 
*14  『社会科授業力向上５つの戦略』東洋館出版 2006 年 11 月、p128 安野功 この中で氏は、多様な

テキストを理解・評価しながら読む力を高めることの重要性を強調している。様々な視点からまと

められた教科書等の文章資料（テキスト）であるため、視点を提示することによって読み取りの精

度が高まり、資料を正しく読み取る力は高まるということができる。 
*15  「社会科教育実践で育成すべき学力としての社会形成」池野範男『社会科教育実践学の構築』明

治図書 2004 年 3 月 p56～58、溝上泰  トゥールミン図式と呼ばれる『議論の構造』をとる。こ

の構造は４つの部分から成り立っている。①議論の基礎となるデータ（Ｄ）と主張（Ｃ）を確定す

ること、②データと主張を関連付けること、③データと主張の関連を根拠や論拠（Ｗ）に基づいて

関連付けること、④このデータＺ（Ｄ）と主張（Ｃ）と根拠や論拠の関連をさらに裏付け（Ｂ）に

よって正当化することである。 
 
＜研究実践学校＞ 日向市立平岩小中学校 

Ｄ------Ｃ 
      ｜ 

Ｗ 
      ｜ 
      Ｂ 


